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図版28 遺構外出土土器



図瓶29 遺構外出土土器
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図腰31 遺構外出土土器



図版32 遺構外出土遺物



器E主宇用判長幹事~ EE踊図



関瓶34 遺構外出土石器







出土遺物

出土石訟の総敏は870.点、ほどで〈出土周位、地点が明感でないも町22，~官官む} 、 有訟の組成主量

は、ナイ フ形石211 (13.点)、お刃 (拍舟}、米ヶ務型台形石t.~ (1附点)で惜純な組成を宥し、事場H、

時片の量が多札、他に古石 (3点}、 破船 (1.o!!)IJ・みられるa

• 
減少イツ羅:lCa語、行声J‘，'" 磯型合移布留Sの分鰍は前官穫()官7訴事》低調拠ずる.

ナイフ形石繕 (第4li1l1-12、第 51l!11l

ナイフ静石棺は13点出土している.石慣は全て硬貨資椅である。小形縦長t'1片と石刃{長さ3.5

-5記曲、巾 1- 2佃} を素材とするものであり、打師自臨屯'装置，とするー鮮のナイフ形石f，~である。

A煩

背耐のすべての剥離磁の打撃方向が主演*'1離耐と何方向のもの 〈錦 4岡 S、2、3、 4、6、7、

9、問、 日、 12、第5関 1)

B鮫

背耐の剥離聞の中に主主要幹l帽『前とi邑の打鍍方向の剥雌面を含むもの {錦4悶5)

CUi 

背面のtlJ離面の主体は主要事剥離舗と1司方向で、その中に散発的に繊方向からの!A'I雌簡もどもつもの

(君臨4図的

打摘については、打摘を桟すものI鎖、妓さないもの目頬とする.

1・・.JI{

打磁を小さく残し、 プランサ インダが基部両側辺、立は一世'1片に古告され、 陵線IJ'左右にゆる〈 尚

曲するものも含み、先絡が尖るc Us4肉 2、2、 3、4、先端欠糾2、4)

1-1>類

打面、基識調墜は 1-.麟と同嫌であるが先端がに-"<尖る。 (第 4霞6)

1-c鎖

打雨宮小さ〈銭し、m郎、先綿胃1ー側片にプラ γティy グを掩す。(箆4liJ171 
n-a鍋
打揺を取り除 < (打舗が伐る〉以外はI-a顕と同様のもの. (第 4儲 5、8、8には孫自l喪磁

調箆約な!III厳がみられる}

U-b鋭

打摘は完全巳取り除かれ、プランテイγ内:t;¥l;田i両側辺又は一側辺に施される。先織は開く形で

あるが、逆方向からの絢躍によるという ζ とではない. (第4関9、問、 11、君臨5甑 1) 

U-c煩

先機郁にヅヲ ンテ<'"グをど絡す以ターはU-I>と同様である. (割14鴎12)

石河 (1115閲2-14、第6図 1-12、第7随 I-9) 
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石刃として認定できるものは拍車で、"貨は全て草壁質E工場である.小形、中形(長さ3.2-8.6<:0、

.111-3.3cm)の大きさで中形のお刃が過単散を占める。打角は110'孟α<120・に位も分布寸る.

A頬

符簡の寸べての1附鱗耐の打娘方向が主要制緩耐と向方向のもの。 (第5関 Z、4、6-8、10-

12、1Xl6偲 1-11、第71il11-6、8、9)

Bs! 

背磁の*1緩磁の中に主要(#<1雌踊と逆の打態方向の豊明i紺摘を含むもの.(第68司9、12、君臨7歯7)

C甜i

押耐の剣難摘の主体は主要制緩耐と同方(.iJで、その中に散発的に備11向からの!o'J剛而令もつもの。

(昔日5凶3、5、9、時、 14) 

右刃植 (l1l17幽 1) 

石刃町出土錆;かちすると石刃般が磁舗に少なく、小形の石刃儀が 1点だけである。学門の平坦打

耐をもっ6桜で、頭部調艶安行ない晶I1離されている。織方向からの$11絡がー剖みられる.

米ケI'lll'l歯lfjl石締 (郷811111-12、期9関 1--11、第10図 1-12、第111酒1-問、!f!12闘 1-12、

第13閣 1-10、lI!I41酒1-9) 

" 昭和50岬、駄聞県r.於ゲ踊il'l跡J ('iZ僚、村問、凶均年〉で、新しい肢法による剃片剥般のお2';
が磁総書れ、 r米ゲ蘇S車台郡石器」と名づけられたー鮮の石紛がある。今後、資料の附加、組成、

陸豊能の締i検討の余地は品るにしても、完成された石総であることはまちがいたも、名称につも1 吋

一応、 虫食ケ調型有形石加として進める。

米ゲ様車l台形石滞は106.g出土して、・る.石貨はすべて艇質貰訟でゐる e 右朝日の特徴は、打簡は平

Ill't'、多くはJてきく残る.大きさ (君臨時鴎}、見書感に鈍柿性が強〈 、京地はヒ γジフ ヲクチ+ーで

悟るニと。打I酎を上に して普偏布4闘に最込古、・右舷iIlfを銭し、その耐と主Jt剥離凶h'鋭利な月間lを

形成するa 最も;5¥.石僚の左側広範前のg，IJ艇艇を践すのが通常である。刃掃には例外なく微細な刃

こぼれがみられる。}，耐と相対寸る末端に二次加工があるものが6虹ある.以上のような特徴点を

上げて米ケ孫軍基台形石絡め:'t辺なしてぼく.

石棺 {第口鴎2-9、第18悶 1-4)

約20点目ど確認宰れτいるお肢はすべて米ケ軒型台形石総を.'1.<1取したもので、自然面が銭ゐ石f査

が11点ある， r米ケ輯遺跡J の米ヶ轟型台形4芸部.61;高も自然fiiiの伐るものが多い。灯而と米ゲ溝型担

台形石総剥蝋摘の作協はかなりJ窓織されており、制緩1;向は越本的に定から右に行なう 〈米ヶ孫賊

世;)が、米ゲ謀型台形石7.量綱取i(uが骨ガ向に作IIIされる仰が多〈 、そ.n.r.よけ杏方向からの剣取がみ

られ、必ずしも締厳艇が有肢に銭らない事を母国臣しτも一方向、 一面iから10曲以上の述税制維事れ

たお桜はな、、
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7 8 

第8図 米ケ森型台形石器
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第 9図米ケ森型台形石器
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第10図 米ケ森型台形石器
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-下堤G遺跡

第16図 米ケ森型台形石器長幅分布

接合資料(第18図 5~9 、第四図 1 ~ 5) 

ナイフ形石出十ナイフ形石出、石J]十石刃、

石刃十石核、米ヶ森型台形石間十米ヶ森型台

J~石郎、米ケ森型台形石出十石肢がある。

両菌磯器(第四図 6) 

この際;fiJは先一土保時代の遺物出土地区の北

西グリッド(第E層)出土で、あり、出土地点

は不明である。自然礁の一部を両国からの連

続長IJ離で刃部を作ってし、る。石質は凝灰岩で

ある。

キ蕎

磯群と土拡

3ケ所の瞭群が検出され、土拡を伴なう傑

群が 2 ケ所(際 1 群、礁 2 群)ある。瞭 3 群は風倒木により移動している。礁は自然礁で徒約 3~

20cmほどの亜門機で、あり、径約160cm前後の範Itilに密集する。堆積厚は50cmで‘町a、町b層仁j=qこ含ま

れ先土i1N:時代の遺物出土謄と伺ーである。これらの礁は下部磯層の傑と考えられるもので焼灰岩

が主である。際群中に害Jjれの生じたもの、表面が剥落した礁が多く含まれ、火熱による影響と考え

られる。また際表面に煤~j犬の付着物がみられるものがある。

土拡は 4基確認、された。拡内の礁につし、ても前述の傑群の礁と同様であり、拡内に特に炭化物

が多く含まれていることはなL、。土拡 1の上部には隊群があったと予想される。 4号住居跡の構築

時に取除かれたものであろう。 足、内に礁がみられる。
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まとめ

下堤G特徴としては石加の出種が少ない事である。(組成 ナイフ形石出、石刃、米ヶ森型台形

石間)、遺物の集中出土範聞は10mx 12mで、 1つのまとまり(ユニット)であり、第 2図の銭台

資料の関係からみてもユニットの中でなんらかの意味をもつまとまり「ブロック)を把指すること

は出来なL、。石間は全体的にづ、形であり、大形の長IJ片(素材)はみられない。ナイフ形石間は、い

わゆる金谷原型に類型をみるが、より小形であり、打面を残し、調整は7壁面基部側辺のみで綿く作

る調整で、先端が尖がる一群(第 4 図 1~4 、 A類 Ia 類---F虎型ナイフ形石出)が特徴である。

最も出土数の多レ米ケ森型台形石誌は形態が種々あるが、二次加工がみられる右日;;も含めて、その

相違は石器の機能(本質)に影響はなく {friJlezされた部位(JI領序)により異なるものである。米ケ森

型台形石器の機能につレて (1977年)の言及があり、組み合せ具として細石刃とは別の装着方法

が考えられると推定してし、る。しかし、組み合せ具としては困難な条件(湾出が強いこと、刃部の

形状等)が多く、溝を掘る道具とされる彫刻刀形石加の伴出がない事など、組み合せ具としての機

能は否定的である。が、米ヶ森技法は大量生産志向である(他に米ヶ森型台形石加を出土している

岩手県上萩森遺跡では出土数が少なし、)。米ケ森型合形石器の石核の各面に摩擦による光沢がみら

れるものが多く、米ケ森型台形石i{*も含め今後、顕微鏡的観察が必要とされる。 接合関係をみると、

これカ通らの作業においてかなり肢合すると予定!される剥片、残核があり、石の色、質などから大別

して 2個体の母岩がある。これらの母岩ーからお刃技法を基盤として、ナイフ形石器、石刃、米ケ森

型台形石日;;が生み出されているが、いわゆる石刃核は見当らない。これはi肢を残さない長IJ片長IJ離に

よる結果か、他に製作地が存在するものであろうか。石刃の81%、ナイフ形石加の85%はA類であ

り単設打聞による剥取の多L っている。このユニットにおいて米ヶ森型台形石加が製作、

使用された事は確かで、ある。 J安合関係の作業を早く進めて剥片剥離技術的解明をしたい。

偏在的芯器組成の様相を示すこのユニットは杉久保系文化の中で磯群、台石を包含し、石~:~製作

地で、あり作業場、厨房所であると考えられ、ある一定期間の生活跡として把握できる遺跡である。

編年的な問題につし、ては来ケ森型台形石器を見る限り、出土している遺跡は比較的近接地域であ

る岩手県胆沢町「上萩森遺跡J 秋田県協和町「米ヶ森遺跡」能代市リヒ掛沢H遺跡と「下堤G遺跡J

である。比較する遺跡は少ないが米ヶ森型台形石間と共伴するナイフ形石器に共通性がありそうで

ある。米ヶ森型台形石訟を含む芯器組成をもっ遺跡が今後どの地域に確認されるものか、資料の増

加に伴なし、編年的位置づけがなされ、石間群の総体的な様相が呈示されるであろう。

現在まだ全資*4の検討がなされていなし、段階であり、概報とせざるを得なかった。
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図版3 ナイフ形石器
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図版5 ナイフ形石器・石刃
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関版7 石刃
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図版9 D刃
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図版11 石刃
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図版13 米ケ森型台形石器
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